
１．は じ め に

ホワイトカラー向けの能力開発セミナー（以下

「セミナー」という）では，一般的知識や理論の習

得あるいは業務の合理化や効率化のための情報処理

機器や情報処理技術の操作方法，活用方法などのコ

ースが多くみられる。

情報処理機器の操作方法などの技能コースでは，

受講者側がすでに実務上の問題解決のためにはその

技能を習得する必要がある，というふうに課題を持

って受講してくる場合が多いであろうから，習得し

た知識技能は具体的な行動に結びつくであろう。

一方，実務上の問題解決のための管理技術の習得

を目的としたような管理系のコースでは，一般的知

識や理論の習得，いわば「わかった」レベルにとど

まらせず，受講して得たことから職場での問題解決

行動に結びつける「やった，できた」レベルまで高

めることが本来の目標であろう。

また，在職者への訓練では学生への教育と異なり，

通り一遍の教科書学習では満たされないものがある

であろう。日々現実の実践すべき場の中で明確な問

題意識を持って，あるいはぼんやりとであっても

「うちはどこかまずいのでは？」という意識を持っ

て受講する人が多いと考えるからである。

そのため，よく言われることではあるが，講義の

中に講師と受講者，受講者と受講者の話し合い，体

験の共有化を設けることは有効であろう。理論より

事例，自分の経験と他の人（他社）の経験との交流，

関連づけといったことを求めるのである。

本稿では，管理系セミナーに対する上述したよう

な筆者の認識から，模索しつつもまとめた設計管理

に関するセミナーを紹介する。

２．セミナーの目的

セミナーの名称を「設計管理のための手法と実務」

とし，対象者を設計や技術部門の実務担当者および

管理スタッフとした。

そして，セミナーの目的を「新製品開発の効率化

に欠かせない設計管理に関する基礎的知識・考え

方・手法を学び，実務への活用方法を習得する」こ

ととした。

３．セミナーの構成

セミナーの構成を表１に示す。導入部では「設計

管理とは」から始め，改善の原理・原則の重要性を

認識してもらう構成になっている。本論部（展開部

分）では，設計業務の品質・原価・日程の３要素に

絞った構成にした。これらの構成を網羅したセミナ

ー用テキストを作成した。セミナーの訓練時間は24

時間である。

このセミナーの構成上の特徴としたことは，

①　受講者各自の職場での問題点や課題を明確にす

るためにテキストの中に設問を設け，ワークシー

トで各受講者が答えるようにした。

②　ワークシートの内容を講師，各受講者で共有化
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するために発表し討議しあうようにした。

③　各管理手法を理論にとどまらせないよう，筆者

の実施例などを紹介し問題提起するようにした。

などである。これらにより，個人作業と受講者との

経験交流を組み合わせたものとなった。

また，個人作業がスムーズに進み，受講者がセミ

ナー受講後職場に戻って取り組むべき課題が明確に

整理されていることをねらって，設問形式のワーク

シートを準備した。ワークシートは全部で11枚で，

各設問を表２に，セミナー用テキストとワークシー

ト類を写真１に示す。

教える教わるという一方向ではなく，経験交流，

問題解決型というコンセプトのセミナー形式の中で

は，当然のことながら講師は受講者に対して問題解

決の糸口を個別に指導・助言できることが要求され

る。さらに講師の指導・助言には受講者への共感

性・納得性がなければならない。つまりコンサルテ

ィングセミナー１）の要素が強くなり，講師に必要と

される専門的要素や資質も通常のセミナーからいえ

ばユニークとなろう。

４．セミナーの内容

表１に示したセミナー構成から，セミナーのポイ

ントとなる点について，その内容を詳述したいと思

う。セミナーのテキストでは表３の目次に示すよう

な章立てをした。

4.1 導　入　部

まず，第１章の「設計管理とは」から第５章の

「設計管理のための指標」までを導入部の位置づけ

としてテキストを作成した。講義内での資料配布や

板書などで，特に次の点を強調している。

①　本セミナーにおける設計管理の範疇

②　設計管理の必要性とその背景

③　設計部門の問題点認識（ある企業での実例）

④　改善の科学的アプローチ（モグラたたき的問

題解決からの脱却）と原理・原則の重要性

表２　セミナー用ワークシートの設問（一部省略）

WS-11 
WS-12 
WS-13 
WS-14 
WS-15 
WS-16 
WS-17 
WS-18 
WS-19 
WS-10 
WS-11

あなたの会社の設計部門の問題点を列挙してみてください。 
あなたの設計部門の定常業務を列挙しその目的を考えてみてください。そして… 
あなたの会社で採用している設計管理指標があればあげてください。 
あなたの会社で起こる設計トラブルについて要因分析をしてみましょう。また，… 
あなたの会社で行っている設計品質向上・設計トラブル防止の仕組みについて… 
あなたの会社のDRシステムについて現状の問題点をあげてください。また，… 
あなたの会社における設計の標準化の現状と問題点を学習した３つの標準化の… 
あなたの会社では開発設計型ですか，受注設計型ですか。あなたの会社では実… 
あなたの会社・職場では進捗管理はどのようになされていますか。進捗管理の… 
あなたの会社・職場における日程管理上の問題点をあげてみてください。 
あなたの現在のテーマで，ネットワーク方式（パート）の日程計画を立ててみ… 

　設計とは，管理とは 
　設計管理の考え方 
　設計業務と設計管理 
　設計業務の改善，改善の原理・原則 

　原価管理の重要性 
　原価管理のポイント 
　開発設計のVE（1st look VE） 

　日程管理の必要性・重要性 
　日程管理の手法：PERT，PDPC

　設計品質と製造品質 
　設計品質を向上させるには 
　デザインレビュー 
　設計標準化 
　QFD（品質機能展開） 
　設計とPLP（PL事故の予防策） 

内　　　　容 訓練主項目 

１．設計管理とは 
　 〈講義と演習〉 

２．設計の 
　　品質管理手法 
　 〈講義と演習〉 

３．設計の 
　　原価管理手法 
　 〈講義と演習〉 

４．設計の 
　　日程管理手法 
　 〈講義と演習〉 

訓練時間 

４H

８H

６H

６H

表１　「設計管理のための手法と実務」セミナーの構成

写真１
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⑤　設計管理のための指標（指標の例・定義）

ここでは，表２に示したWS-1，WS-2，WS-3の３

枚のワークシートを受講者に作成させ，相互に発

表・討議させるものとした。WS-2を図１に示した。

4.2 本論部―設計の品質管理手法―

第６章では設計の品質管理手法について学ぶ。ま

ず，「設計品質と製造品質」の確認から行い，設計

品質を作りにくくする要因について筆者の事例から

問題提起をする。

各受講者は，設計業務における品質面での棚卸し

をワークシートの設問に従い行う。例えば「品質ト

ラブルの要因を追求し改善案を作成する」という

ワークシートが準備されている。

品質管理の手法として，デザインレビュー，標

準化，QFD（品質機能展開），PLP（PL事故予防策）

について学ぶ。「導入しているがうまく機能してい

ない」という意見に対して，理論と実施手順だけ

にとどまらせないように事例研究を盛り込んでいる。

デザインレビューは，受講者の多くの企業では導

入しているが十分機能していない，という場合が多

いと思われるので，仕組みの実例を示しながら形骸

化しないためのポイントを紹介した。

QFDは，開発型設計の場合有効な手法と思われる

が，導入している企業が少ないことから筆者の実施

例をもとに実施手順，利点・欠点，自己評価を示し

参考に供した。

PLPでは，「PL問題は工程品質上の管理問題でなく

設計品質問題である」ということをまず確認し，筆

者らが行った「企業のPL対策」調査２）の事例研究を

した。

さらに，ISO9001での品質要求事項「設計管理」

についても学ぶ。「自社がISO9001を取得する予定

になっているので，この機会に設計業務全般を見直

したい」という目的で受講した設計管理者もいた。

そこで，当地石川県で「ISO9000品質保証システム

の構築」というセミナーを開催していただいている

技術士注１）西田順生氏の著書３）から，規格が求めて

いることや審査の実際を紹介している。

ISO9001を取得した企業の受講者もいて，セミナ

ーもこのあたりまで進んでくると雰囲気にも慣れて

くることから，活発な意見交換が行われた。

ワークシートの例として，WS-7を図２に示した。

4.3 本論部―設計の原価管理手法―

ここでは設計のタイプを受注型と開発型に分類し

て考えていった。

受注型では，顧客からの引き合いを受注に結びつ

けるために迅速で正確な原価見積の必要性を説きコ

ストテーブルの実例を紹介している。

開発型では，目標原価の設定に関する実例を紹介

している。原価企画としてVEやQFDが取り上げら

１．設計管理とは 
 
　 　設計とは 
　 　設計管理とは 

２．設計業務の改善 
 
　 　社外から見た問題点 
　 　設計部門内の問題点 
　 　経営トップの期待 

３．改善のアプローチ  

４．改善の原理・原則 
　 
　目的追求の原則 

　 　排除・結合・交換・簡素化の原則 
　 　５Ｗ１Ｈ 

５．設計管理のための指標 
 
　 　測定指標 
　 　設計管理指標 

６．設計の品質管理手法 
 
　 　設計品質と製造品質 
　 　設計の品質管理機能 
　 　設計品質を向上させるための技術 
　 　設計品質向上の仕組み作り 
　 　デザインレビュー（DR） 
　 　設計管理と標準化 
　 　QFD（品質機能展開） 
　 　設計とPLP（PL事故予防策） 

７．設計の原価管理手法 
 
　 　原価管理とは 
　 　設計の種類による原価管理のポイント 
　 　受注型設計の原価管理 
　 　開発型設計の原価管理 
　 　原価低減（コストダウン）の進め方 
　 　原価低減の手法―開発設計のVE― 

８．設計の日程管理手法 
 
　 　日程管理の必要性 
　 　日程管理上の問題点 
　 　日程管理の手法 

1
 
 

1０ 
2０ 

2 
 

2０ 
3０ 
3０ 

4 
 
5 
 

5０ 
5０ 
6０ 

6 
 

7０ 
7０ 

8 
 

8０ 
8０ 
8０ 
10０ 
10０ 
15０ 
18０ 
20０ 

24 
 

24０ 
24０ 
25０ 
25０ 
26０ 
26０ 

29 
 

29０ 
30０ 
30０ 

表３　テキストの目次
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れることがあるが，大企業の発表資料や模式図表を

示したところで益少なしと，ここではVEの体験学

習をして実感してもらった。すなわち，開発設計段

階の原価管理の手法としての1st look VEの考え方

と実施手順を演習により学ぶこととした。

ワークシートの例として，WS-8を図３に示した。

4.4 本論部―設計の日程管理手法―

まず，日程管理の重要性が増大している背景につ

いて共通認識を図り，受講者の抱えている問題につ

いて，ワークシートにより棚卸しをして相互に発

表・討議させるものとした。

日程管理は受講者に共通の問題であることが多く，

特に進捗管理（進み度合い）をどのようなタイミン

グでどんな管理ツールを用いてどのような場で行え

ばよいか，議論の対象とした。

また，PERT，PDPCの理解とともに，それぞれ

を用いて受講者の現実のテーマで作成することを行

った。実務への適用にあたっての可否や改良点を体

感してもらうことをねらっている。使用したワーク

シート（WS-11）を図４に示した。

５．お わ り に

セミナー修了時には，11枚のワークシートに自社

の現状と取り組むべき課題が明確になる。筆者は，

セミナーの最終日には受講者に「うらやましいこと

に，みなさんには今日からでも実践できる場があり

ます」と話している。もちろん，受講後に問題解決

行動に結びつけることを期待して言っているわけで

あるが，受講後に受講者からの報告や相談を受ける

には至っていない。

現在まで受講者６名の実績しかなく，受講者のニ

ーズにどの程度合致しているか判断をしづらい面も

図１　ワークシート（WS-2）

5/1999 49



図
３
　
ワ
ー
ク
シ
ー
ト
（
W
S
-8
）

図
２
　
ワ
ー
ク
シ
ー
ト
（
W
S
-7
）

50 技能と技術



ある。また，当初の目的を達成する内容，運営方法

など，実施しながら改善すべき点も多いと考えてい

る。

今後も受講者の立場に立って，実務に役立つセミ

ナーへと洗練化させていきたい。また，かねてから

の願いであるが，セミナー受講をきっかけに受講者

とともに問題解決能力の開発・向上を目指す研究会

のような場へと発展できればと思っている。

これらに関する指導の業務を行う者」（技術士法第２条）

をいい，実務経験が必要な点が受験資格の１つの特徴で

ある。筆者も主たる職務については，技術士（経営工学

部門）であることの表示をして従事している。
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図４　ワークシート（WS-11）

〈注〉

注１）技術士とは「登録を受け，技術士の名称を用いて，

科学技術に関する高等の専門的応用能力を必要とする事

項についての計画，研究，設計，分析，試験，評価又は
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